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I m p r o v e  w i t h  t e c h n o l o g y

いよいよ今月8日から開幕する北京オリンピック。

世界のアスリートが己の肉体の限界に挑む世界の祭典も、現代では少し様相が変わってきた。

肉体の限界に挑むために必要なのは、努力や根性だけでなく、いまや最新のテクノロジーである。

特に、体格的にも諸外国の選手より不利な日本の選手たちは、

最新の科学技術を用いて効率的な練習を行うことが、世界の壁を突破する鍵となる。

記録を破るためにテクノロジーがどのように貢献しているのか、最先端の事例を追った。

　

２
０
０
４
年
に
行
わ
れ
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
日
本
は
金
銀
銅
合
わ
せ
て
37
個
と
い
う
過

去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
日
本
選
手
団
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
に
誰
も
が
拍
手
を
送
っ
た
こ
と

は
、
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
活
躍
の
陰

に
、
あ
る
施
設
の
大
き
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ

た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
の
威
信
を
懸
け
、
そ
の
国

の
存
在
を
世
界
に
示
す
競
技
会
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
績
は
、
国
と
し
て
ど
れ
だ
け
選
手
の
育
成

に
注
力
し
た
か
が
結
果
に
如
実
に
表
れ
る
。

　

例
え
ば
、
１
９
７
０
年
代
に
ソ
連
や
東
ド
イ
ツ

な
ど
の
旧
社
会
主
義
国
が
メ
ダ
ル
獲
得
の
上
位

を
占
め
た
の
は
、
国
策
と
し
て
競
技
者
の
育
成
を

図
っ
た
か
ら
だ
。
１
９
７
６
年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

大
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
や
東
ド
イ
ツ
に
抜

か
れ
て
３
位
に
甘
ん
じ
、
そ
の
他
の
自
由
主
義
諸

国
も
軒
並
み
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
減
っ
た
。そ
こ
で
、

自
由
主
義
諸
国
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
設

立
し
、
国
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
育
成
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
だ
。

　

例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
大
会
で
金
メ
ダ
ル
が
一
つ
も
取
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
１
９
８
１
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
そ
し
て
自
国

シ
ド
ニ
ー
で
開
か
れ
た
２
０
０
０
年
大
会
で
は
金

メ
ダ
ル
16
個
、世
界
4
位
と
い
う
成
績
を
残
し
た
。

で
は
、
日
本
の
成
績
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
は
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
金
メ
ダ
ル
16
個
と
い
う
好
成
績
を
残
し
、

ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
に
次
い
で
３
位
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
東
京
開
催
に
目
標
を
定
め
、
徹
底
的

な
選
手
強
化
策
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
選
手
育
成
に
十
分
な
力
が

注
が
れ
ず
、
１
９
８
０
年
以
降
は
ベ
ス
ト
３
は

お
ろ
か
、
10
位
以
内
も
す
っ
か
り
遠
の
い
て
し

ま
っ
た
。
ア
ジ
ア
大
会
で
も
韓
国
や
中
国
に
押

さ
れ
、
成
績
は
低
迷
し
た
。
海
外
の
整
っ
た
選

手
育
成
環
境
を
見
学
し
、
実
際
に
利
用
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
各
競
技
団
体
は
、
日
本
に
も
国
立

の
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
所
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
強
く
望
む
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
２
０
０
１
年
、
満
を
持

し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学

セ
ン
タ
ー
（
以
下JISS

）
だ
。
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テクノロジーで
勝 利 を 掴 め

I m p r o v e  w i t h  t e c h n o l o g y

方
に
カ
メ
ラ
を
設
置
。
ま
た
球
技
な
ど
は
ゲ
ー

ム
を
俯
瞰
し
て
眺
め
る
た
め
に
、
コ
ー
ト
全
体

を
見
渡
せ
る
天
井
か
ら
の
映
像
が
必
要
に
な
る
。

カ
メ
ラ
に
求
め
ら
れ
る
性
能
も
、
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
用
や
水
中
撮
影
用
な
ど
、
分
析
対
象
や
環
境

に
合
わ
せ
て
最
適
の
物
を
用
意
す
る
。

　

撮
影
が
終
わ
る
と
、
撮
っ
た
素
材
を
も
と
に

選
手
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
一
人
一
人

の
動
作
や
チ
ー
ム
の
連
携
の
確
認
な
ど
、
映
像

を
も
と
に
コ
ー
チ
が
分
析
を
加
え
る
。JIS

S

な

ど
最
新
の
練
習
施
設
で
は
、
撮
影
し
た
映
像
を

練
習
中
に
確
認
し
、
次
の
練
習
に
生
か
す
た
め

に
、
施
設
に
可
動
式
の
大
型
モ
ニ
タ
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
映
像
の
記
録
や
保
存
、
編
集
や
抽
出
な

ど
もJIS

S

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
各
選
手

ご
と
に
プ
レ
ー
を
記
録
し
た
個
人
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配

布
し
た
り
、
国
際
大
会
の
各
国
チ
ー
ム
の
対
戦

映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
選
手
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
ま
と
め
て
い
る
。

　

競
技
団
体
の
要
望
に
特
化
し
て
よ
り
使
い
や

す
く
す
る
た
め
、
映
像
ソ
フ
ト
の
独
自
開
発
も

行
う
。
例
え
ば
、
見
た
い
プ
レ
ー
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
、
試
合
中
や
試
合
後
に
そ
の
プ
レ
ー
映

像
に
印
を
つ
け
て
お
け
ば
、
試
合
後
に
コ
ー
チ

や
選
手
か
ら
「
あ
の
選
手
の
シ
ュ
ー
ト
だ
け
を

見
た
い
」
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
設
定
次
第
で
は
「
あ
の
選
手
が
左

サ
イ
ド
の
ロ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
後
の
リ

バ
ウ
ン
ド
だ
け
を
見
た
い
」
と
い
う
詳
細
な
指

定
に
も
瞬
時
に
対
応
で
き
る
。

　

現
在
で
は
こ
の
よ
う
に
、
撮
影
か
ら
分
析
ま

で
一
貫
し
て
映
像
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
、

競
技
力
向
上
の
基
本
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
の
だ
。

　

選
手
の
記
録
向
上
は
、
技
能
の
向
上
や
精
神

的
な
安
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
実
現
さ
れ
る
。JIS

S

で
も
各
競
技

団
体
と
協
力
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
や
メ
ン
タ
ル
、

栄
養
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の

中
で
も
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
映

像
の
分
析
だ
。

　

選
手
や
チ
ー
ム
の
課
題
分
析
、
相
手
チ
ー
ム

の
特
徴
や
弱
点
の
解
明
は
、
映
像
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
。
映
像
は
情
報
量
が
多
く
、
チ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
に
お
け
る
動
き
の
連
携
か
ら
個
人
の

フ
ォ
ー
ム
ま
で
、
多
く
の
有
益
な
情
報
が
手
に

入
る
か
ら
だ
。JIS

S

で
は
各
競
技
団
体
の
コ
ー

チ
や
選
手
の
要
望
に
応
じ
て
、
そ
の
種
目
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
撮
影
を
行
う
。
例
え
ば

レ
ス
リ
ン
グ
や
柔
道
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

動
き
を
把
握
で
き
る
方
が
望
ま
し
い
た
め
、
四

記
録
向
上
の
鍵
は

映
像
分
析
に
あ
り

屋内カヌー練習場。練習中の選手の動きを正面と真横のカメラがとら
える� （写真提供 :JISS パンフレットより）

シンクロ用プールは、
水中の選手の動作を
横から見たり撮影で
きるように設計され
ている
（写真提供 :JISS
� パンフレットより）

球技などではゲームを
俯瞰できる位置から撮
影するのがベスト
（写真提供 :JISS
� パンフレットより）

ウエイトリフティングでは、８方向から競技の一部始終を記録
� （写真提供 :JISS パンフレットより）

映像分析の

3タイプ

水泳など、記録系の競技に用いられる。選手
のストロークやピッチの変化などを見る。水
面下の選手の動きを分析するため、JISS で
はメーカと協力してプールの底に沈めたまま
撮影できる専用のカメラを開発している。

02 レース分析

対戦競技や球技に用いられる。相手の
フォーメーション、各選手の動きの連携
などを見る。ゲームを俯瞰して眺めるた
めに、フィールド全体を見渡せる天井か
らの映像が多い。

01ゲーム分析

あらゆる競技に用いられる。個人の動作
を詳細に記録し、フォームの確認や改善
を行う。瞬間的な動きを把握するため、
ハイスピードカメラを用いることが多
い。練習や試合の動きをまとめた選手ご
とのDVDを作成することもある。

03 動作分析

ex.
ゲームのスコア、時間、選手の移
動距離、勝敗を分けた境界線はど
こであったか、勝因・敗因は何か、
プレーヤーのゲーム達成・満足度、
疲労度

ex.
加速度、2点間距離、角度、軌跡

ex.
各区間の平均泳速、平均ストロー
ク長、平均ストローク時間、フォー
ムのチェック

【フェンシング】ゲーム分析

　2007年5月18〜20日にかけて開催されたフェ
ンシング高円宮牌において、JISS では 10 台のカ
メラによる映像サポートを行った。
　フェンシングは、ピストと呼ばれる細長いフィー
ルドを前後に移動しながら、お互いに正対した状態
で競技する。ピストから出ると相手にポイントを取
られてしまうことから、ピスト全体における選手の
位置取りも重要。そこで、2台のカメラ映像を合成
し、選手の詳細な動きとピスト全体を一度に把握で
きるようにした。

高円宮牌におけるゲーム分析

ピスト全体を収めた映像と選手を大きく映した映像を
合成� （写真提供 :JISS ホームページより）

【ソフトボール】動作分析

　北京オリンピックにも出場するソフ
トボール女子日本代表チームは、JISS
による映像分析サポートを積極的に活
用した練習を行っている。
　撮影するのは、主にバッティング。
選手のバッティングフォームは、試合
を繰り返すと必ずと言っていいほど崩
れる。試合で速い球や難しい球を打っ
ていると、バッティングポイントやス
イングの軌道がずれてくるのだとい
う。これが積み重なると、不調となっ
てしまう。そこで、普段から好調時の
フォームを映像でストックし、基本と
なるフォームを思い出せ
るようにしている。
「ハイスピードカメラで撮
影した映像は、非常に細
かい動きまで確認するこ
とができます。練習後の
宿舎で選手は個々の映像
のフィードバックを受け
ますが、選手は進んで映
像を見に来て、その日の
自分の姿をコーチと一緒
に確認し、指導を仰ぎま

す。目で見て確認したことを、筋肉に
感覚としてすり込んでいくことで、練
習をより内容の濃いものにすることが
できます」
（ソフトボール女子日本代表チーム
ヘッドコーチ　斎藤春香氏）
　最新のテクノロジーを練習に活用し
て鍛え上げられたソフトボール女子日
本代表チームの活躍を期待したい。

女子日本代表チームにおける
バッティングフォームの
動作分析

ピッチングフォームを撮影中
（写真提供 :JISS
� ホームページより）

斎藤ヘッドコーチ（左）と、
JISSのスポーツ科学研究部長
（写真提供 :JISS
� ホームページより）

【ボート】レース分析

　2007 年 8月 26日からミュンヘンで開催されたボートの
世界選手権において、JISS では事前合宿を含めたサポート
を行った。
　大会期間中は日本のクルーだけでなく海外のクルーの競

技映像を多く撮影。これらは
北京に向けての貴重な資料と
なった。
　また、映像分析ソフトを利用
し、各選手のプレー映像を他選
手に重ねて確認。クルー内での
動きのズレを確認し、選手に分
かりやすく伝えることができ
た。

世界選手権におけるレース分析

ビデオ撮影風景
� （写真提供 :JISSホームページより）

オリンピック計測技術の歴史

　コンマ1秒が明暗を分けるオリンピックの世
界では、計測に厳しい精度が要求される。記録
の計測技術も、時代とともに確実に進歩してき
ている。
　オリンピックの記録は、ストップウォッチを
用いて手動で計測されてきた。ピストルの音を
聞いてスタートボタンを押すのでは遅いため、
ピストルの煙を見る。煙がよく見えるように、
後ろに黒いボードを当てていた姿を覚えている
人も多いだろう。
　記録計測に革命が起きたのは、1964年の東京
オリンピックから。この時、公式時計を担当し
た日本のSEIKOは世界に先駆けて電子計時シス
テムを導入し、以後すべて自動計測となった。
　このようにオリンピックなどの国際競技会は、
公式時計を担当するメーカの尽力により、新し
い技術が開発されてきた。北京オリンピックで
タイムキーパーとなるのは、1932年以来夏冬合
計23回の公式時計を務めているスイスのオメ
ガ社。これまでに、選手の足の圧力を感知して、
スタート時のフライングを判定するシステム、
風力・風向計測、写真判定カメラなど、精密な
タイム計測のための技術を開発してきた。科学
技術の進歩は、選手だけでなく競技の質
向上にも貢献しているのだ。

Motion analysis

Game analysis

Race analysis

（写真提供 :JISSホームページより）
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テクノロジーで
勝 利 を 掴 め

　

映
像
に
よ
る
分
析
を
日
々
の
練
習
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
選
手
の
技
術
向
上
に
直
接
影
響

を
与
え
る
。
一
方
、
試
合
当
日
に
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
た
め
の
環
境
整
備

もJIS
S

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。JIS

S

は
国

立
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
小
さ
な
規
模

の
競
技
団
体
で
は
用
意
で
き
な
い
充
実
し
た
設

備
を
、
各
団
体
に
提
供
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
低
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境

で
あ
る
。
高
所
な
ど
低
酸
素
の
環
境
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
と
血
中
の
酸
素
運
搬
能
力
が
高

ま
り
、
持
久
力
が
向
上
す
る
。
こ
の
環
境
を
人

工
的
に
作
り
出
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
利
用
で

き
る
の
だ
。
低
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

は
、
標
高
１
５
０
０
〜
３
５
０
０
ｍ
ま
で
の
酸

素
濃
度
を
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
ま

た
合
宿
な
ど
に
使
わ
れ
る
宿
泊
施
設
の
部
屋
も
、

同
様
に
低
酸
素
環
境
の
設
定
が
可
能
。
こ
れ
に

よ
り
、
ま
る
で
高
所
の
山
中
で
合
宿
し
て
い
る

よ
う
な
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
も
で
き
る
。
高

所
環
境
で
選
手
の
か
ら
だ
に
起
こ
る
変
化
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
、
選
手
に
よ
っ
て
は
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
も
い
る
。
事
前
に
か
ら
だ

に
起
こ
る
変
化
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、
繊
細

な
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
精
神
面
で
の
安
定
に
も

つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
練
習
で
使
わ
れ
る
器
具
に
は
、
本
番

と
な
る
べ
く
近
い
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
。
陸

上
競
技
実
験
場
の
ト
ラ
ッ
ク
舗
装
材
は
、
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
同
じ

も
の
で
あ
り
、
体
操
の
器
具
も
同
じ
だ
。
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
体
操
選
手
た
ち

は
、
試
合
当
日
に
使
用
す
る
器
具
と
ま
っ
た
く

同
じ
器
具
で
練
習
を
積
ん
で
い
た
た
め
、
当
日

も
器
具
が
し
っ
か
り
と
手
足
に
な
じ
ん
だ
と
い

う
。

　

さ
ら
に
、
食
事
な
ど
栄
養
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

も
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
大
切
な

役
割
を
担
う
。JIS

S

で
は
、
管
理
栄
養
士
が
こ

れ
ま
で
の
研
究
や
実
績
に
基
づ
き
、
ア
ス
リ
ー

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
3

Ｒ
（
ア
ー
ル
キ
ュ
ー
ブ
）
を
備
え
て
い
る
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
食
事
と
い
う
と
厳
し
く
カ
ロ

リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択

す
る
自
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
試

合
直
前
で
な
け
れ
ば
厳
密
な
制
限
は
な
い
場
合

が
多
い
。
厳
し
い
合
宿
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中

で
食
事
は
唯
一
と
い
っ
て
も
い
い
楽
し
み
で
あ

る
た
め
、
な
る
べ
く
選
手
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

さ
せ
ず
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
な
が
ら
お
い

し
く
楽
し
め
る
食
事
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
3

Ｒ

の
メ
ニ
ュ
ー
も
、肉
や
魚
、乳
製
品
、サ
ラ
ダ
バ
ー

な
ど
幅
広
く
取
り
そ
ろ
え
、
バ
イ
キ
ン
グ
も
選

択
で
き
る
。

　

す
べ
て
の
料
理
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
栄
養

成
分
を
示
し
た
栄
養
表
示
カ
ー
ド
が
添
え
ら
れ
、

不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
意
識
し
て
摂
取
す
る

こ
と
が
可
能
。
ま
た
名
前
と
選
ん
だ
食
事
を
入

力
す
る
だ
け
で
摂
取
量
が
即
座
に
算
出
さ
れ
、

個
人
の
目
安
量
や
評
価
、
毎
日
の
食
事
の
履
歴

な
ど
が
示
さ
れ
る
栄
養
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
間
近
に
な
る
と
、
北
京

の
食
環
境
の
情
報
提
供
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
あ

ら
か
じ
め
情
報
を
得
て
お
く
こ
と
で
、
選
手
の

不
安
や
緊
張
を
少
し
で
も
和
ら
げ
よ
う
と
い
う

取
組
み
だ
。

　

こ
れ
ら
最
新
の
技
術
を
備
え
るJIS
S

だ

が
、
技
術
を
使
い
こ
な
す
の
は
あ
く
ま
で
人
だ
。

JIS
S

で
は
２
０
０
８
年
３
月
31
日
現
在
、
医
学

研
究
部
に
28
名
、
科
学
研
究
部
に
36
名
、
ス
ポ
ー

ツ
情
報
を
扱
う
情
報
研
究
部
に
19
名
の
人
員
で

競
技
団
体
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
強
化
戦
略

の
立
案
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
試
合
、
そ
の

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
次
な
る
戦
略
の
立
案

ま
で
、
一
連
の
選
手
強
化
サ
イ
ク
ル
の
そ
れ
ぞ

れ
の
局
面
で
、
各
競
技
団
体
に
合
わ
せ
た
専
門

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。JIS

S

の
ス

タ
ッ
フ
は
、
大
学
な
ど
各
研
究
機
関
で
学
ん
で

き
た
専
門
家
が
ほ
と
ん
ど
。
多
く
の
研
究
や
支

援
を
行
う
た
め
に
は
慢
性
的
に
人
員
不
足
で
は

あ
る
も
の
の
、
わ
が
国
随
一
の
施
設
と
熱
意
あ

る
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
が
、
こ
の
施
設
を
競
技
力

向
上
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
い
る
。

　

選
手
た
ち
が
競
技
に
挑
む
真
剣
な
ま
な
ざ
し

や
、
表
彰
台
で
の
笑
顔
の
裏
に
は
、
最
新
の
技

術
と
た
く
さ
ん
の
人
々
の
知
恵
や
努
力
が
あ
っ

た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
ア
テ
ネ
の
よ
う

な
、
日
本
選
手
の
躍
進
を
期
待
し
た
い
。

日常生活でも役立つメンタル向上テクニック

　物事に集中し、最大限のパフォーマンスを発揮することは、ア
スリートだけに必要なことではない。大事な局面に臨むときのメ
ンタルの整え方を知っておこう。

　ゾーンとは、最高のパフォーマンスを発揮できる状態のこと。
人は最適なパフォーマンスを発揮するとき、静かで最適な緊張や
興奮に包まれていることが多い。緊張や興奮は、高すぎても低す
ぎてもパフォーマンスは低下してしまう。必要なときに自分を最
適なゾーンに持っていける方法を覚えよう。

　気分を盛り上げるには、まずからだの各部を軽く叩くなどして
体温や心拍数を維持しよう。
　注意力が散漫で集中できないときは、気持ちを意識的に切り替
えよう。「この 1本に集中」「腕のふりに気をつける」など、口に
出して言葉を唱えると有効。また人は気分が落ち込んでいると、
目線が下がり、猫背気味になる。胸を張る、肩を開く、目線を上
げるなどを意識して行うことで、積極的な気分に変わり、歩き方
も堂々としてくる。

　腹式呼吸は最も簡単なリラックス法。また吸うときに大地のエ
ネルギーや勇気などプラスの要素を体内に取り込み、吐くときに
は不安や恐れ、ストレスなどをすべて吐き出すというイメージを
持つといい。
　暗示は放尿時にもできる。からだの中のイヤな成分がおしっこ
とともに出ていきすっきりすると思うと、緊張で何度もトイレに
行きたくなっても不安にならない。

ベ
ス
ト
な
環
境
で
の
練
習
が

高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
む

設
備
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト

高度 1500 〜 3500mに相当する酸素濃度を、50m単位でコントロー
ルできる低酸素トレーニングルーム

トラック舗装材は、アテネオリンピックと同仕様のイタリア製

高い

頭の中が真っ白
あせり
りきみ
ガチガチ

頭の中が真っ白
あせり
りきみ
ガチガチ

低い
低すぎる 高すぎる最適

緊張・興奮のレベル

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

一心不乱
注意集中

軽い緊張と興奮
ワクワクした感じ

リラックスしようサイキングアップしよう ゾーン

気分がのらない
注意散漫
なげやり
意気消沈

気分がのらない
注意散漫
なげやり
意気消沈

1 日 2,500kcal を
目安とする場合の 1
食分（昼または夕）
の組み合わせ例

例えば……

　低酸素トレーニングが持久力の向上に効果があることは、
これまでも知られていた。しかし JISS が最近行った実験に
より、瞬発力の向上にも効果があることが分かってきた。
　JISS ではトレーニング用自転車を用いて、8週間の低酸素
トレーニングを行った。すると、全力ペダリング時の最高パ
ワーが、通常の酸素環境下でのトレーニングよりも大きく増
加した。このことは、競輪競技などスプリント的な種目の選
手にとっても、低酸素トレーニングが有効である可能性を示
している。
　球技やスプリント競技など瞬発力が必要な種目は多く、こ
のトレーニングが実用化されれば、新しい記録向上の方法が
見つかるかもしれない。

100

120

スタート 2 6 10
トレーニング期間（週）

低酸素群

常酸素群

低酸素トレーニング

パ
ワ
ー
の
変
化
率
（
％
）

低酸素トレーニングの新しい効果を発見

ゾーンに入る

サイキングアップ法 リラックス法

低酸素トレーニングによるペダリングパワーの増加
（トレーニング前のパワーを 100%とした時の相対値）

タッチするだけで気軽に栄養を確認��栄養チェックシステム「e-diary」

主食、主菜、副菜、
牛乳・乳製品、果物
がそろったアスリー
トの食事の基本形

その日に選んだ料
理名と量を入力

身長や体重、競技
種目などを入力し
て個人 IDを登録

栄養素の摂取状況や、競
技種目に応じた目安量な
どが表示される

（写真提供 :JISS パンフレットより）
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金
属
技
研
株
式
会
社 

群
馬
工
場

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
に

高
度
な
金
属
加
工
技
術
を
提
供

　

液
晶
、半
導
体
分
野
か
ら
航
空
・
宇
宙
分
野
ま

で
、さ
ま
ざ
ま
な
業
界
に
高
度
な
金
属
加
工
技

術
を
提
供
し
て
い
る
の
が
、金
属
技
研
株
式
会

社
で
す
。
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
同
社
の
技
術
と
は
、金
属
部
品
の
性
能
や
耐

久
性
、品
質
を
高
め
る
た
め
の
熱
処
理
や
接
合
、

H
I
P
処
理
※
１

な
ど
で
す
。
特
に
品
質
管
理

の
厳
し
い
航
空
機
部
品
に
は
高
度
な
金
属
加
工

の
熱
処
理
技
術
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、同
社
の

技
術
力
は
高
く
評
価
さ
れ
世
界
各
国
の
航
空
機

メ
ー
カ
と
も
取
引
が
あ
り
ま
す
。

　

1
9
6
0
年
の
同
社
創
業
後
、ほ
ど
な
く
設
立

さ
れ
た
の
が
群
馬
工
場
で
す
。
設
備
、生
産
量
と

も
に
国
内
最
大
規
模
の
H
I
P
装
置
が
あ
り
、火

力
発
電
所
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
液
晶
・
半
導
体

の
成
膜
材
料
な
ど
、極
め
て
高
い
信
頼
性
が
求
め

ら
れ
る
製
品
の
加
工
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、従
来
ま
で
は
同
社
顧
客
よ
り
預

か
っ
た
部
品
に
加
工
を
加
え
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は

「the m
etal solution

」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、材
料
調
達
か
ら
最
終
仕
上
げ
ま
で
の
一

貫
体
制
を
整
え
、お
客
さ
ま
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
を

捕
集
す
る
抜
本
的
な

作
業
環
境
の
改
善
が
課
題

　

製
品
の
一
貫
生
産
体
制
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と

で
、材
料
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
か
ら
製
品
と
な
る
部

品
の
切
り
出
し
を
す
る
機
械
加
工
作
業
も
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、切
削
、研
削
な

ど
の
加
工
機
械
か
ら
発
生
す
る
オ
イ
ル
ミ
ス
ト

※
２

が
常
に
工
場
内
の
空
中
を
漂
う
こ
と
に
な

り
、問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
朝
か
ら
加
工
作
業
を
行
う
と
工
場
内
は
も
や

が
か
か
っ
た
よ
う
に
な
り
、昼
に
は
オ
イ
ル
ミ

ス
ト
で
床
が
ぬ
れ
て
滑
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
加
工
機
械
ご
と
に
空
気
清
浄
機
を
設
置
し

ま
し
た
が
、効
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
」（
岡
本
氏
）

　

そ
こ
で
、床
が
滑
ら
な
い
よ
う
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、オ
イ
ル
ミ
ス
ト
が

原
因
で
あ
る
加
工
機
械
の
誤
作
動
を
防
ぎ
、高
品

質
な
製
品
を
提
供
す
る
た
め
に
も
抜
本
的
な
空

気
環
境
の
改
善
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
改
善
施
策
を
実
施
す
る
か
ら
に
は
効
果
が
必
ず

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、精
密
加
工

部
品
は
高
度
な
寸
法
精
度
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

工
場
内
の
温
度
管
理
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

加
工
過
程
で
、オ
イ
ル
ミ
ス
ト
が
空
調
機
の
フ
ィ

ル
タ
に
付
着
し
目
詰
ま
り
す
る
た
め
、空
調
機
の

運
転
に
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

空
気
環
境
改
善
と
同
時
に
空
調
機
の
負
荷
を
軽

減
す
る
こ
と
も
目
標
で
し
た
」（
畑
中
氏
）

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
山
武
商
会
は
、工

場
内
の
現
状
を
確
認
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
計
測
器
で
空
気
の
清
浄
度
を
測
定
し
、3
ミ

ク
ロ
ン
以
下
の
小
さ
な
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
が
多
い

現
場
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
上
で
、複
数
の

環
境
改
善
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、山
武
商
会
の
す
べ
て
の
提
案
を

一
つ
一
つ
検
討
し
、最
も
現
場
の
状
況
に
合
っ

た
静
電
式
電
気
集
塵
機TR

IO
N

（
ト
ラ
イ
オ
ン
）

オ
イ
ル
ミ
ス
ト
コ
レ
ク
タ
ー
を
空
調
機
の
吸
気

口
に
設
置
す
る
案
を
採
用
し
ま
し
た
。

「
空
調
機
フ
ァ
ン
の
吸
引
力
を
利
用
し
て
オ
イ

ル
ミ
ス
ト
を
捕
集
し
ま
す
。TR

IO
N

は
、拡
張

性
に
富
ん
だ
機
構
設
計
の
た
め
、工
場
内
へ
の

設
置
が
柔
軟
に
対
応
で
き
、空
調
設
備
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
も
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」（
畑
中
氏
）

増
設
す
る
加
工
工
場
に
も
導
入
を
検
討

女
性
も
快
適
に
働
け
る
環
境
を
目
標
に

　

加
工
工
場
内
に
設
置
さ
れ
たTR

IO
N

は
浮
遊

す
る
小
さ
な
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
を
捕
集
す
る
こ
と

で
、期
待
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
空
調
機
の
吸
気
口
に
設
置
し
た
た
め
、ラ
ジ

エ
ー
タ
へ
の
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
の
付
着
が
な
く
な

り
熱
交
換
効
率
が
改
善
し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、空
調
機
の
フ
ィ
ル
タ

交
換
を
社
員
が
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
必
要
が
な
い
た
め
現
場
担
当
者
の
負
荷
も

軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
空
気
環
境
の
改
善
に
よ
り

空
調
機
の
長
寿
命
化
、加
工
機
械
の
誤
作
動
防

止
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
人
に

安
全
、安
心
な
作
業
環
境
に
近
づ
き
ま
し
た
。

「
床
が
滑
ら
な
く
な
る
な
ど
安
全
面
が
向
上
し
、

健
康
面
の
不
安
も
解
消
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

作
業
環
境
の
改
善
は
仕
事
の
効
率
を
上
げ
、作
業

者
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」（
石
井
氏
）

　

同
社
に
は
国
内
外
か
ら
取
引
先
が
視
察
に
来

社
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
加
工
工
場
は
進
ん
で
視
察

し
て
も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、き

れ
い
な
職
場
環
境
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、加
工

工
場
内
に
も
取
引
先
を
案
内
し
て
作
業
環
境
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
2
0
0
9
年
に
は
加
工
工
場
増
設
計
画

が
あ
り
、新
工
場
で
も
今
回
導
入
し
たTR

IO
N

の
採
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
空
気
環
境
の
改
善
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
ま
し
た
。
女
性

も
働
け
る
職
場
環
境
を
目
指
し
、さ
ら
に
天
井
付

近
に
停
滞
し
て
い
る
空
気
を
循
環
す
る
こ
と
に

よ
り
集
塵
効
果
を
高
め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
2
0
0
8
年
秋
に
は
、群

馬
工
場
でIS

O
14001

を
取
得
す
る
予
定
で
あ

り
、ま
す
ま
す
環
境
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し

た
工
場
を
目
指
し
ま
す
」（
畑
中
氏
）

静電式電気集塵機の導入で、
浮遊するオイルミストを捕集し

工場の空気環境を改善

TRIONの設置前 /設置後の
浮遊粒子個数
0
50000
100000
150000
200000
250000
300000
20:00
21:00
22:00
23:00
0:00
1:00
2:00
3:00
4:00
5:00
6:00
7:00
8:00
9:00
10:00
11:00
測定時間
浮遊粒子個数
設置前
設置後
操業開始
明け方に床面にミストが降下
（設置前）
　0時以降ミスト個数が 0に
近くなる（設置後）

TRIONの設置前 /設置後の浮遊粒子個数

浮
遊
粒
子
個
数

300000

250000

200000

150000

100000

50000

0

設置前
設置後

測定時間
20
:00
21
:00
22
:00
23
:00 0:0

0
1:0
0
2:0
0
3:0
0
4:0
0
5:0
0
6:0
0
7:0
0
8:0
0
9:0
0
10
:00
11
:00

0時以降ミスト個数が
0に近くなる（設置後）

明け方に床面にミスト
が降下（設置前）

操
業
開
始

空調機吸気口前に
設置したTRION

切削、研削などを行う加工機械から発生するオイルミスト対策と
して、山武商会が提案する静電式電気集塵機TRIONを導入。
社員の健康にも配慮した安全、安心な作業環境への改善が図
られています。

※ 1  HIP（Hot Isostatic Pressing）処理
　 高いガス圧力（数 10 〜 200MPa）と高温（〜

2000℃）を利用して金属やセラミックを結合し
たり、高密度化する技術。火力発電所のガスター
ビンや液晶・半導体成膜材料、航空機エンジン
部品など、極めて高い信頼性が求められる製品
に使われる。

※ 2  オイルミスト
　 切削時に空中に飛散する油の粒子。各種金属な

どを切削する際、工作機械を高速で回転させる
ため、刃物・製品の温度上昇がないようにオイ
ルにより冷却しながら切削作業を行う。加工部
分に供給された切削油が高速で回転する工具や
被削材に当たり、せん断を受け物理的に微細化
されて油剤粒子となり空気中を漂う。

用 語 解 説

マシニングセンタなどの大型工作機械が並ぶ加工工場内

Field

一貫した受注生産、高度な品質保証システ
ムや解析・分析システム、業界トップレベ
ルの先端技術で、あらゆるジャンルにおい
て高度な金属加工技術を提供しています。

本　　  　 社

群 馬 工 場
創 業
主な事 業内容

U R L

：

：
：
：

：

東京都中野区本町1-32-2
ハーモニータワー 27階
群馬県佐波郡玉村町下新田983
1960年
金属部品の熱処理、接合、HIP処理、金
属・セラミックスの焼結など
http://www.kinzoku.co.jp

製造課　加工係
係長
石井 孝明氏

工場長
畑中 秀夫氏

製造課　加工係
係長
岡本 好季氏

金属技研株式会社 群馬工場

真空熱処理加工をする真空炉

Aug.2008 89 Aug.2008



ケ
ン
コ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
株
式
会
社 

西
神
戸
工
場

安
全
で
高
品
質
な
製
品
の
提
供
は

食
品
メ
ー
カ
の
使
命

　

神
戸
が
発
祥
の
地
で
あ
る
ケ
ン
コ
ー
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
株
式
会
社
は
、外
食
産
業
や
量
販
店
、コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
業
務
用
を
中
心

に
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、サ
ラ
ダ
類
、

タ
マ
ゴ
加
工
品
な
ど
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
国
外
に
製
造
拠
点
を
設
け
た

り
、サ
ラ
ダ
専
門
店
を
展
開
す
る
な
ど
積
極
的

な
事
業
の
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
消
費
者
の

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、そ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
食
品
メ
ー
カ
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で
高
品
質
な
商
品
を

消
費
者
に
届
け
る
た
め
、同
社
は
、生
産
の
履
歴

を
明
ら
か
に
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
※
１
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
紙
で
の
管
理
が
中
心
で
し
た
が
、新
商
品
が

続
々
と
開
発
さ
れ
る
中
、管
理
す
べ
き
ア
イ
テ

ム
と
、品
質
要
求
に
応
え
る
た
め
の
業
務
が
増

大
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、同
社
は
、作
業
負

荷
を
で
き
る
限
り
増
や
さ
ず
に
精
度
の
高
い
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
行
う
と
同
時
に
、計
量
・
投

入
工
程
で
の
作
業
ミ
ス
防
止
に
臨
ん
だ
の
で
す
。

現
場
に
負
担
に
な
ら
な
い

シ
ス
テ
ム
を

現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
構
築

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
は
2
0
0
5
年

9
月
。
目
標
は
2
0
0
8
年
3
月
ま
で
に
当
時

操
業
し
て
い
た
6
工
場
す
べ
て
に
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、運
用
す
る
こ
と

で
し
た
。
多
品
種
に
対
応
す
る
同
社
６
工
場
は
、

約
2
0
0
0
ア
イ
テ
ム
の
原
材
料
や
資
材
を
扱

う
こ
と
、半
製
品
と
呼
ば
れ
る
製
造
仕
掛
品
が

多
い
こ
と
、原
材
料
や
半
製
品
は
複
数
の
商
品

に
ま
た
が
っ
て
使
用
さ
れ
る
た
め
製
造
工
程
上

に
分
岐
点
が
多
く
存
在
す
る
な
ど
の
特
性
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
も
、原
材
料
、半
製
品
、商
品
に
は
そ
れ

ぞ
れ
品
質
基
準
に
て
定
め
ら
れ
た
使
用
期
限
が

存
在
し
ま
す
。
そ
こ
で
、日
付
管
理
を
徹
底
し
た

上
で
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
、さ
ら
に
現

場
で
の
使
い
や
す
さ
を
兼
ね
備
え
た
シ
ス
テ
ム

が
求
め
ら
れ
、山
武
の
食
品
工
場
向
け
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム 

ス
ー
パ
ー
管
理
食
TM
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
武
は
現
場
の
作
業
内
容
の
特
徴
を
把
握
し

た
上
で
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
設
計

を
行
う
た
め
、現
場
に
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が

構
築
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、食
品
業
界

を
熟
知
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
部
隊
が
あ
り
、豊
富

な
実
績
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
」（
村
田
氏
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東
京
本
社
に
本
部
を
置

き
、各
工
場
の
担
当
者
が
集
ま
り
定
期
的
に
会

議
を
開
催
、そ
の
場
に
は
山
武
も
参
加
し
現
場

の
作
業
性
を
重
視
し
な
が
ら
仕
様
を
検
討
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、モ
デ
ル
工
場
と
し
て
厚
木
工
場

を
皮
切
り
に
西
神
戸
工
場
へ
と
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
、安
心
、し
か
も

生
産
性
の
高
い
工
場
を
目
指
す

　

西
神
戸
工
場
は
関
西
地
区
の
総
合
工
場
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、約
２
0
0
種
類
の
原
料

を
受
け
入
れ
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
に
入
る
タ

マ
ゴ
サ
ラ
ダ
な
ど
の
製
品
や
半
製
品
を
含
む

2
0
0
種
類
も
の
商
品
を
製
造
、出
荷
し
て
い

る
工
場
で
す
。
2
0
0
8
年
3
月
か
ら
稼
働
し

た
ス
ー
パ
ー
管
理
食
に
よ
り
、早
く
も
大
き
な

効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

「
計
量
ミ
ス
や
期
限
切
れ
な
ど
の
場
合
は
エ

ラ
ー
と
な
り
、作
業
ミ
ス
が
防
げ
る
こ
と
で
現

場
が
安
心
し
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
、品

質
問
題
が
起
き
て
も
、ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
の

製
品
が
問
題
な
の
か
範
囲
が
す
ぐ
に
特
定
で
き

ま
す
。
ま
た
、日
付
管
理
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
た
こ
と
で
煩
雑
な
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
、生

産
そ
の
も
の
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
松
田
氏
）

　

そ
の
ほ
か
、原
材
料
の
配
合
表
を
毎
日
作
成

し
、現
場
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、配
合
を

複
数
の
パ
タ
ー
ン
に
ま
と
め
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工

し
た
配
合
表
を
現
場
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り

ペ
ー
パ
レ
ス
化
が
図
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
る
作
業
負
荷
増
加
は
最
低
限
に
抑
え
、

そ
の
管
理
レ
ベ
ル
を
保
ち
つ
つ
、作
業
効
率
を

上
げ
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
、原
材
料
の
受
け
入
れ
は
一
梱
包
ず

つ
管
理
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
運
用
す
る
計
画
で
し

た
が
、受
け
入
れ
業
務
の
作
業
負
荷
を
考
慮
し
、

入
荷
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
管
理

と
し
ま
し
た
。
そ
の
原
材
料
の
日
付
情
報
を
含

む
ラ
ベ
ル
が
計
量
時
に
発
券
さ
れ
、ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
と
、計
量
や
投
入
工
程
で
の
作
業
ミ

ス
を
防
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
場
の
全
員
が

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
目
的

を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
今
で
は
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、シ
ス
テ

ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
安
心
感
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
作
業
性
を
考
慮
し
、受
け
入
れ
現
場
で
の
端
末

は
P
D
A
※
２

を
、投
入
工
程
な
ど
の
製
造
現
場

で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
※
３

を
選
定
す
る
な
ど
、

山
武
は
常
に
現
場
の
目
線
で
対
応
し
て
く
れ
ま

し
た
」（
佐
藤
氏
）

　

同
社
は
サ
ラ
ダ
な
ど
の
需
要
拡
大
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、新
た
に
西
日
本
工
場
を

2
0
0
7
年
10
月
に
稼
働
し
、こ
ち
ら
に
も

2
0
0
8
年
秋
か
ら
ス
ー
パ
ー
管
理
食
が
導
入

さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
利
用
だ
け
で

は
な
く
、各
作
業
時
間
管
理
と
し
て
の
活
用
も

検
討
し
て
い
ま
す
。
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
は
、

工
場
の
稼
働
率
を
管
理
で
き
る
要
素
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、よ
り
生
産
性

の
高
い
効
率
的
な
工
場
を
目
指
し
ま
す
」（
村
田

氏
）

ケンコーマヨネーズグループでは、「心
身（こころ・からだ・いのち）と環境」を
経営理念とし、「サラダNo.1企業を目指
す」「品質、サービスで日本一になる」こ
とを経営方針として掲げています。

東 京 本 社
西 神 戸 工 場
創 立
主な事業内容

：
：
：
：

東京都世田谷区上北沢5丁目42番1号
兵庫県神戸市西区高塚台7丁目2番2号
1958年3月
マヨネーズ、ドレッシング、ソース、生
鮮食料品、加工食料品の製造、加工、販
売など

生産本部　生産管理部
管理課　係長
佐藤 政二郎氏

西神戸工場
管理課　係長
松田 好生氏

生産本部
本部長　
村田 隆氏

ケンコーマヨネーズ株式会社

製品に合わせて調味料を計量し発券された管
理ラベルを貼る。原材料の賞味期限切れや
計量ミスがあると管理ラベルは発券されない

食の安全・安心へ関心が高まる中、食品メーカとして安全で高
品質な商品を提供するため、山武のトレーサビリティシステムであ
るスーパー管理食を導入し、確実、かつ効率的なトレーサビリティ
と製造工程における作業ミス防止を実現しました。

用 語 解 説

サラダ加工は袋の管理
ラベルを読み込んでか
ら原材料を投入。投入
工程などの製造現場で
は画面の大きいタブ
レットPCが使われて
いる

Field

原材料の受け入れは
当日に資材受け入れ
一 覧 表 で チ ェ ッ ク。
フォークリフトなど
を操作するので端末
は 持 ち 運 び が 楽 な
PDAを使用

トレーサビリティシステムの導入で、
多品種生産における

原材料管理と作業ミス防止を強化

 充填から包装までの一貫ライン

※ 1  トレーサビリティシステム
　 ある商品の生産、加工および流通の特定の一つ

または複数の段階を通じて、食品の移動を把握
できるようにする仕組みをシステム化したもの。

※ 2  PDA
（Personal Digital Assistant：携帯情報端末）
　 携帯情報端末。手のひらに収まるくらいの大きさ

の電子機器で、パソコンの持つ機能のうちいくつ
かを実装したものをいう。工場向けシステムにおい
ては、バーコード照合機能が付属している機器が
使用されている場合が多い。

※ 3  タブレットPC
　 画面サイズが大きく持ち運びが便利なモバイルＰ

Ｃ。パソコンの操作がタッチ入力で実現できるた
め、製造現場などでも利用されている。

Aug.2008 1011 Aug.2008



空
調
制
御
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

　

建
物
は
時
代
と
と
も
に
進
化
す
る
。
経

済
の
発
展
に
合
わ
せ
日
本
の
建
物
は
よ

り
高
層
化
、大
規
模
化
し
、住
む
、働
く
、

楽
し
む
と
い
っ
た
複
数
の
機
能
を
持
つ

複
合
建
物
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
に
ま
ず
求
め

ら
れ
た
の
が
、快
適
な
空
間
で
あ
る
。
山

武
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
日
本
に
お
け

る
空
調
制
御
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、快

適
な
環
境
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

建
物
は
常
に
時
代
を
映
す
鏡
と
な
る
。

空
調
に
よ
る
快
適
に
加
え
、安
心
、安
全

が
配
慮
さ
れ
た
付
加
価
値
の
高
い
ビ
ル
、

低
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
の
運
用
な

ど
、建
物
へ
の
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
、最
近

は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
C
O
2
排
出
削
減
が

強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山

武
は
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

し
、技
術
力
を
高
め
、お
客
さ
ま
の
信
頼

を
獲
得
し
て
き
た
。
そ
の
山
武
が
新
た

に
提
唱
す
る
の
が
「
人
を
中
心
と
し
た

オ
ー
ト
メ
シ
ョ
ン
」だ
。
こ
の
実
現
に
向

け
、ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

事
業
（
以
下
Ｂ
Ａ
）は
、空
調
制
御
メ
ー

カ
か
ら
環
境
制
御
メ
ー
カ
へ
の
変
革
に

挑
戦
し
て
い
る
。
比
較
的
大
き
な
執
務

空
間
や
生
産
空
間
の
温
度
や
湿
度
を
制

御
す
る
こ
と
で
快
適
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
両
立
を
実
現
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
か

ら
、さ
ら
に
領
域
を
広
げ
、個
別
・
個
々

人
の
快
適
性
へ
の
取
組
み
や
建
物
内
の

空
気
質
の
管
理
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、働

く
人
の
効
率
・
生
産
性
向
上
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
両
立
を
目
指
す
の
が
環
境
制

御
だ
。
山
武
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

環
境
制
御
メ
ー
カ
を
目
指
し
て
い
る
。

C
O
2
排
出
削
減
に
向
け
た

B
A
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

建
物
管
理
に
お
け
る
山
武
の
最
大

の
強
み
は
毎
年
継
続
的
に
C
O
2
排
出

量
を
削
減
で
き
る
こ
と
だ
。
山
武
は

savic-net TM

 FX

な
ど
の
建
物
管
理
シ
ス

テ
ム
、空
調
機
な
ど
を
制
御
す
る
汎
用
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
、セ
ン
サ
や
バ
ル
ブ
な
ど
の

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
な
ど
、建
物
の
運
用
管

理
の
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
を
す
べ
て

そ
ろ
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
や
要
望
に
合
わ
せ
て
最
大
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

提
案
す
る
と
同
時
に
施
工
と
運
用
を
実

施
し
、建
物
管
理
で
収
集
し
た
運
用
デ
ー

タ
を
山
武
が
解
析
、課
題
を
発
見
し
て

さ
ら
な
る
対
策
を
提
案
し
て
い
る
。
こ

の
P
D
C
A
の
サ
イ
ク
ル
を
長
期
間
に

わ
た
っ
て
継
続
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
C
O
2
排
出
量
低
減
が
継
続
的

に
実
現
で
き
る
の
だ
。
こ
の
強
み
を
さ

ら
に
強
化
す
る
た
め
に
環
境
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
本
部
を
創
設

し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
山
武
製
品
の

納
入
さ
れ
て
い
な
い
建

物
に
お
い
て
も
、お
客
さ

ま
が
使
用
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
一
定
期
間
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

で
、運
用
面
で
の
無
駄
を

見
極
め
、
C
O
2
排
出

削
減
に
向
け
た
改
善
案

を
提
案
・
実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
の

さ
ら
な
る
低
減
に
向
け

て
は
次
の
三
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
挑
戦
し
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
自
社
で
開
発
す
る
製
品
価

値
を
高
め
る
こ
と
。
制
御
端
末
に
マ
イ

コ
ン
を
搭
載
し
、製
品
を
高
機
能
化
さ
せ

る
な
ど
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
最

適
化
す
る
た
め
の
製
品
群
を
そ
ろ
え
、お

客
さ
ま
の
建
物
や
工
場
で
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、省
資
源
、
C
O
2
排
出
削
減
を
実

現
す
る
。

　

二
つ
目
は
、自
社
製
品
自
体
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、省
資
源
化
の
強
化
。
製
品
を
製

造
す
る
際
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、省
資
源
化

を
図
る
た
め
の
小
型
化
、部
品
点
数
減
、部

品
の
共
通
化
お
よ
び
古
い
製
品
の
リ
ユ
ー

ス
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
は
、ま
だ
使
う

こ
と
の
で
き
る
既
存
製
品
を
最
大
活
用

す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

三
つ
目
は
施
工
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
時
の
環
境
性
能
の
向
上
。

例
え
ば
、機
器
を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
化
す
る
こ

と
で
施
工
時
の
配
線
工
事
が
不
要
に
な

る
。
ま
た
、機
器
の
調
整
を
山
武
の
デ
ー

タ
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
遠
隔
地
か

ら
行
う
こ
と
で
、現
場
に
行
か
な
く
て
も

作
業
が
で
き
る
た
め
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、省

資
源
が
可
能
に
な
る
。

独
自
の
環
境
制
御
で

す
べ
て
の
人
に

「
安
心
・
安
全
・
快
適
」を

　

建
物
の
環
境
負
荷
低
減
を
追
求
す
る

一
方
で
、執
務
・
生
産
空
間
に
い
る
人
を

取
り
巻
く
環
境
の
向
上
に
も
挑
戦
し
て

い
る
。
従
来
の
温
湿
度
に
加
え
、光
、気

流
、
C
O
2
、に
お
い
、空
気
圧
な
ど
に
つ

い
て
も
最
適
な
状
態
を
創
り
出
す
こ
と

で
「
安
心
・
安
全
・
快
適
」を
提
供
し
よ

う
と
い
う
の
だ
。
生
産
性
向
上
を
目
的

と
し
た
室
内
空
気
環
境
の
「
安
心
・
安

全
・
快
適
」は
オ
フ
ィ
ス
は
も
と
よ
り
、

危
険
な
薬
品
を
扱
う
現
場
の
安
全
確
保

や
院
内
感
染
の
防
止
な
ど
ニ
ー
ズ
も
高

く
、領
域
は
広
い
。

　

と
こ
ろ
で
、暑
い
、寒
い
な
ど
の
感
覚

は
人
に
よ
っ
て
違
う
。
そ
の
個
体
差
対

応
ニ
ー
ズ
に
応
え
、す
べ
て
の
人
に
「
安

心
・
安
全
・
快
適
」を
提
供
す
る
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
の
セ
ン
シ
ン
グ
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
領
域
の
技
術
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、新
た
な
技
術
革
新
に

も
挑
戦
し
て
い
る
。

　

ま
た
、暑
い
、寒
い
と
は
別
の
評
価
技

術
に
つ
い
て
も
研
究
を
始
め
て
い
る
。

執
務
・
生
産
空
間
の
空
気
環
境
を
知
的

生
産
性
と
い
う
基
準
で
評
価
し
よ
う
と

い
う
取
組
み
だ
。
こ
う
し
た
独
自
の
環

境
制
御
技
術
で
、人
々
に
快
適
で
効
率
の

よ
い
執
務
・
生
産
空
間
を
提
供
し
、同
時

に
C
O
2
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。
建

物
分
野
に
お
け
る
「
人
を
中
心
と
し
た

オ
ー
ト
メ
シ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
、建

物
内
に
い
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
快
適

と
感
じ
る
環
境
を
最
小
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
提
供
す
る
こ
と

が
山
武
の
B
A
で
あ
る
。

azbilが提供する
新たな建物の価値

京都議定書以降の温室効果ガスの削減は、
2050 年時点で現状の60〜 80％削減という高い目標が掲げられている。

産業界にはこれまで以上にCO2 排出削減が求められる中、
建物分野における省エネルギーを手がけるazbil のビルディングオートメーション事業は、

こうした要請にどう応えるのだろうか。

●取材 / 構成　早川 寿浩

「環境制御メーカ」への変革　コンセプト

地球環境

環境装置 環境負荷低減

エネルギー環境

執務・生産環境

環境制御機器

自動制御機器

地域環境
（エネルギー環境）

人の環境
（執務・生産）

安心・快適環境の実現

azbil mind
Vol.05

Aug.2008 1213 Aug.2008



ギ
ー
効
果
を
算
出
す
る
ツ
ー
ル
で
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
は
報
告
書
と
し
て

C
S
V
出
力
が
可
能
で
、ク
ー
ル
ビ
ズ
の

ス
ム
ー
ズ
な
社
内
導
入
や
展
開
に
大
き

く
貢
献
し
ま

す
。
期
間
は

6
月
1
日
～

9
月
30
日
ま

で
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

安
全
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
で
は
、在
宅

介
護
の
継
続
を
支
援
す
る
た
め
に
、高
齢

者
・
介
護
家
族
向
け
の
新
サ
ー
ビ
ス
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
家
族
介
護
支
援

サ
ー
ビ
ス
」の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
サ
ー
ビ
ス
は
、安
全
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ

ま
で
高
齢
者
向
け
福
祉
事
業
（
緊
急
通
報

サ
ー
ビ
ス
、電
話
健
康
相
談
サ
ー
ビ
ス
）

で
培
っ
た
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
行
動
変
容
を
も
た
ら

す
会
話
技
術
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
健
康
や

介
護
に
関
す
る
悩
み
や
ご
相
談
に
、24
時

間
3
6
5
日
の
体
制
で
看
護
師
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
が
対
応
す

る
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

2
0
0
5
年
に
厚
生
労
働
省
研
究
班

が
在
宅
介
護
者
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、4
人
に
1
人
が
軽
度
の
う
つ
状
態

に
な
っ
て
い
る
な
ど
、介
護
者
の
負
担
が

か
な
り
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
4
月
の
介
護
保
険
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
状

況
の
変
化
に
対
応
し
た
包
括
的
・
継
続

的
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、各

市
区
町
村
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
2
0
0
8
年
4
月
よ
り

本
格
的
な
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
サ
ー
ビ
ス
は
、今
後
の
地
域
福
祉
の
中

心
的
役
割
を
担
う
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
主
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
総
合

相
談
業
務
」を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
で
、

介
護
家
族
の
精
神
的
な
負
担
を
軽
減
、高

齢
者
の
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
お
よ

び
深
刻
化
の
回
避
、介
護
に
つ
い
て
の
総

合
相
談
を
は
じ
め
、家
族
介
護
者
の
精
神

的
な
不
安
の
緩
和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社 

山
武
は
、ベ
ト
ナ
ム
で
の
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
さ
ら
な
る
展
開
・
拡
大
を
図
る
た
め
、

ハ
ノ
イ
市
に
「
山
武
ベ
ト
ナ
ム
有
限
会

社
（Y

am
atake V

ietnam
 C

o., Ltd.

）」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
現
地

法
人
を
設
立
す
る
こ

と
に
よ
り
、継
続
的

な
投
資
が
行
わ
れ
て

い
る
工
業
用
プ
ラ
ン

ト
・
製
造
工
場
、商

業
ビ
ル
・
ホ
テ
ル
・

病
院
等
の
案
件
へ
の

営
業
・
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
と
同
時
に
、国

内
で
培
っ
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
を
提
案

し
、環
境
保
全
へ
の

貢
献
も
図
り
ま
す
。

　

株
式
会
社 

山
武
は
、イ
ン
ド
に
お
け

る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
事
業
、
ア
ド
バ

ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
展

開
・
拡
大
を
図
る

た
め
、イ
ン
ド
の
首

都 

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

郊
外
の
グ
ル
ガ
オ

ン
地
区
に
「
イ
ン

ド
駐
在
員
事
務
所
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
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株
式
会
社 

山
武
は
、弊
社
調
節
計
と
Ｐ

Ｌ
Ｃ
（
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
・
ロ
ジ
ッ
ク
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
）間
の
通
信
変
換
器
で

あ
る
マ
ル
チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
「C

M
C

15G

」に
、ロ
ギ
ン
グ
機

能
を
搭
載
し
た
高
機
能
モ
デ
ル
を
追
加

し
、販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

調
節
計
を
使
用
す
る
上
で
面
倒
な
Ｐ

Ｌ
Ｃ
と
の
通
信
や
初
期
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

作
業
を
自
動
化
す
る
標
準
機
能
に
加
え
、

通
信
で
接
続
さ
れ
た
機
器
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ー
タ
閲
覧
ソ
フ
ト
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
に
よ
り
簡
易
で
統
合
的
な
デ
ー
タ

管
理
を
実
現
し
ま
す
。

【
用
途
】

▪ 

装
置
故
障
や
製
品
不
良
の
原
因
解
析
に

▪ 

オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
操
作
や
、上
位
か

ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
変
更
な
ど
の
履
歴
保

存
に

【
特
長
】

▪ 

装
置
の
立
上
げ
調
整
や
レ
ポ
ー
ト
作

成
に
便
利
な
デ
ー
タ
閲
覧
ソ
フ
ト
「
ロ

グ
ビ
ュ
ー
ワ
」も
同
時
発
売
、ト
レ
ン

ド
表
示
や
Ｃ
Ｓ
Ｖ
変
換
も
簡
単
に

▪ 

P
C
と
常
時
接
続
す
れ
ば
リ
ア
ル
タ
イ

ム
モ
ニ
タ
や
長
期
間
デ
ー
タ
の
自
動
保

存
も
可
能
に

　

株
式
会
社 

山
武
商
会
は
、Ｘ
軸
と
Ｙ
軸

を
同
時
に
高
速
で
角
度
測
定
が
可
能
な

ド
イ
ツTU

R
C

K

社
の
コ
ン
パ
ク
ト
2
軸

傾
斜
セ
ン
サ
「
Ｂ
２
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
」を
販

売
開
始
し
ま
し
た
。

　

B
2
N
シ
リ
ー
ズ
は
、同
時
に
2
軸
の

傾
斜
角
度
を
電
圧
出
力
で
リ
ニ
ア
に
計

測
で
き
ま
す
。
－
10
～
＋
10
／
－
45
～

＋
45
／
－
60
～
＋
60
度
の
3
タ
イ
プ
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

応
答
時
間
０
・
１
秒
以
下
の
高
速
計
測

▪ 

±
０
・
５
%
以
下
の
高
精
度

▪ 

保
護
等
級IP

67

に
対
応

▪ 

高
い
耐
衝
撃
、耐
振
動
性
を
保
有

▪ 

コ
ン
パ
ク
ト
設
計 

50
×
30
×
20
ミ
リ

【
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
例
】

▪ 

各
種
作
業
車
な
ど
の
傾
斜
検
知

▪
ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
の
傾
斜
検
知

▪
ホ
イ
ス
ト
な
ど
の
傾
斜
検
知

▪
搬
送
設
備
に
お
け
る
傾
斜
検
知

　

株
式
会
社 

山
武
は
、サ
ニ
タ
リ
形

高
性
能
オ
イ
ル
フ
リ
ー
圧
力
セ
ン
サ

A
S

G
703

を
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
販
売
中
の
サ
ニ
タ
リ
形
オ
イ
ル

フ
リ
ー
圧
力
セ
ン
サA

S
G

702

は
、封

入
液
を
使
用
し
て
い
な
い
圧
力
セ
ン
サ

で
、セ
ン
サ
破
損
時
に
プ
ロ
セ
ス
ラ
イ
ン

に
異
物
混
入
が
起
こ
ら
ず
、従
来
の
封
入

液
を
使
用
す
る
圧
力
セ
ン
サ
と
比
べ
安

全
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。A

S
G

703

は
、

A
S

G
702

の
温
度
特
性
向
上
モ
デ
ル
で
、

温
度
変
化
の
激
し
い
プ
ロ
セ
ス
ラ
イ
ン

に
お
い
て
の
安
定
し
た
計
測
を
実
現
し

ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

シ
リ
コ
ン
オ
イ
ル
や
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
な
ど
の
封
入
液
を
一
切
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。

▪ 

新
セ
ン
サ
の
採
用
で
、接
液
部
温
度
特

性
ゼ
ロ
シ
フ
ト±

0.015
%

F.S
.

、ス

パ
ン
シ
フ
ト±

0.02
%

F.S
.

の
安
定

性
を
実
現
し
ま
し
た
。

▪ 

視
認
性
に
優
れ
た
赤
色
L
E
D
表
示

器
で
、暗
所
で
の
指
示
値
確
認
も
容
易

に
で
き
ま
す
。

▪ 

接
液
部
の
表
面
粗
さ
を
平
滑
化
し
、水

分
お
よ
び
油
分
を
除
去
し
た
状
態
で

出
荷
し
ま
す
。

　

株
式
会
社 

山
武
は
、セ
ン
ト
ラ
ル
空
調

シ
ス
テ
ム
「
き
く
ば
り
T
M
」の
空
気
清
浄

機
能
に
特
化
し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
空
気
清

浄
シ
ス
テ
ム
「
き
く
ば
り
A
i
r（
エ
ア
）

シ
リ
ー
ズ
」を
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
き
く
ば
り
A
i
r
シ
リ
ー
ズ
」は
、80

坪
程
度
の
住
宅
全
館
の
空
気
を
1
台
で

清
浄
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
式
エ
ア

ク
リ
ー
ナ
を
使
用
し
て
お
り
、ホ
コ
リ
、

ダ
ニ
、花
粉
、カ
ビ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

0
・
01
μ
m
の
バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
ィ
ル

ス
ま
で
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
気
清
浄
機
や
空
気
の
吹
き
出
し
口
な

ど
を
共
用
部
分
の
天
井
や
壁
な
ど
に
埋

め
込
む
「
完
全
ビ
ル
ト
イ
ン
」タ
イ
プ
と

な
っ
て
お
り
、イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の

邪
魔
を
せ
ず
、ま
た
家
中
の
空
気
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
で
室
内
の
温
度
分
布
の

ば
ら
つ
き
を
小
さ
く
す
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
24
時
間

換
気
シ
ス
テ
ム
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

株
式
会
社 

山
武
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
室

内
快
適
性
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
「B

uilding-
S

cope
TM

（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ス
コ
ー
プ
）」

に
新
機
能
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
評
価
機
能
」を

追
加
し
ま
し
た
。

　

B
uilding-S

cope

は
、当
日
ま
で
の
顧

客
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
や
室

内
の
快
適
性
を
診
断
、評
価
し
、そ
の
結

果
を
お
客
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
い
デ
ー

タ
に
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
般
の
追
加
機
能
は
、ク
ー
ル
ビ
ズ
導

入
前
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
試
算
や
、導
入

後
の
室
内
温
度
変
更
に
よ
る
省
エ
ネ
ル

4年に一度のスポーツの祭典が今年もやってきま
した。毎回、オリンピックが終わりに近づくと、
次のオリンピックまで4年もあるなと思うのです
が、その4年があっという間です。この時期の日
本国民が一丸となって応援する一体感がなんと
も言えず楽しいです。今回は北京が開催地とい
うことで、時差も少なくほぼリアルタイムで楽し
めるのがいいですね。個人的には、谷亮子選手に
また優勝を！ 女子バレーボールでもメダル獲得
を！ 期待します。 （akubi）
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azbil

topics
製品情報や展示会情報など、

azbilのトピックスをご紹介します

 

セ
ミ
ナ
ー
情
報

マ
ル
チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

「CM
C15G

」に
ロ
ギ
ン
グ
機
能
を

搭
載
し
た
高
機
能
モ
デ
ル
を
販
売
開
始 

A

Ｘ
軸
／
Ｙ
軸
を
同
時
に
高
速
測
定

「
コ
ン
パ
ク
ト
2
軸
傾
斜
セ
ン
サ
」

を
販
売
開
始 
B

サ
ニ
タ
リ
形
高
性
能
オ
イ
ル
フ
リ
ー

圧
力
セ
ン
サA

SG
703

を

販
売
開
始 

A

ニ
ュ
ー
ス

空
気
清
浄
機
能
に
特
化
し
た

セ
ン
ト
ラ
ル
空
気
清
浄
シ
ス
テ
ム

「
き
く
ば
り
A
i
r
（
エ
ア
）

シ
リ
ー
ズ
」を
販
売
開
始 

C

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
家
族
介
護

支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
販
売
開
始 

E

ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
法
人
を
設
立 

C

※ 

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

夏
の
オ
フ
ィ
ス
の
冷
房
温
度
を
28
度
に
し
て

も
、涼
し
く
快
適
に
格
好
良
く
働
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ
ル
。
環
境
省
が
2
0
0
5
年
よ
り
推
進

し
て
い
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
。

中部電力ENE-WAY2008 D

第30回ビルセキュリティ無料セミナー D

8/27 ㈬～ 8/29 ㈮
10：00 ～ 17：00

（最終日は16:30まで）
ポートメッセなごや
名古屋市国際展示場
ENE-WAY実行委員会

（中部電力株式会社）
無料
流量計計測制御機能バルブ、イン
テリジェントコンポ、PMX-HPⅡ、
savic-net FX、調光機能付き蛍光
灯安定器「あっとらいと」等

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

みらいを創る環境展 C
8/8 ㈮～ 8/9 ㈯
9：30 ～ 17：00
東京ビッグサイト
東2、3ホール
橋本総業株式会社
無料
きくばり、水道メータ・無線検針
システム他

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

8/29 ㈮
13：00 ～ 17：00
株式会社 山武 ビルシステムカンパニー 
APプラザ東京
入退室管理システム、非接触ICカード、電
気錠、防犯機器についてなど、ビルセキュリ
ティを構築する上で必要な基礎知識を習得
することができます。
20名（定員になり次第締め切らせていただ
きます）

会期

時間

会場

コース概要

定員

問い合わせ先

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
コールセンター
TEL 0466-20-2143
FAX 0466-20-2103

　　 株式会社 山武商会
経営企画本部
TEL 03-3777-6941
FAX 03-3777-8077

　　 株式会社 山武
経営企画部
広報グループ
TEL 03-6810-1006
FAX 03-5220-7274

　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
セールスプロモーショングループ
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

　　 安全センター株式会社
営業1部
TEL 03-3773-2021
FAX 03-3773-7912

C

B

A

D

E

B
uilding-S

cope

に

ク
ー
ル
ビ
ズ
評
価
機
能
を
追
加

～
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
省
エ
ネ
効
果
を

お
知
ら
せ
～ 

D

イ
ン
ド
に
事
務
所
を
開
設 

C

2008年6月1日
6th Floor,New Center 
Buildings,No.27,41Group,Trung Hoa,Cau 
Giay District,Hanoi,Vietnam
84-4-5569-819/821
84-4-5569-820

開設日

本社住所

電話番号

ファックス番号

2008年6月9日
First India Place 2nd Floor,Block-
B,Sushant Lok-1,Mehrauli Gurgaon 
Road,Gurgaon-122002,Haryana,India
91-124-402-8979
91-124-402-8800 

開設日

本社住所

電話番号

ファックス番号

Aug.2008 1415 Aug.2008
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次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

地
域
の
伝
統
野
菜

Kyoto

京
野
菜
の
代
表
格

色
鮮
や
か
な
、
ま
ん
丸
の
な
す

　
地
域
の
伝
統
野
菜
と
い
え
ば
、ま
ず

思
い
浮
か
べ
る
の
が
京
野
菜
。
中
で

も
賀
茂
な
す
は
、丸
く
か
わ
い
ら
し
い

形
と
つ
や
や
か
な
色
が
、み
や
び
や
か

な
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
京
野
菜
の
代

表
だ
。
最
近
で
は
テ
レ
ビ
C
M
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
、夏
の
到
来
を
告
げ
る

京
都
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
賀
茂
な
す
、一
般
の
人

が
食
べ
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
。
世

の
中
に
丸
な
す
は
多
く
出
回
っ
て
い
る

が
、京
都
市
の
上
賀
茂
と
西
賀
茂
、綾
部

市
、亀
岡
市
で
生
産
さ
れ
た
も
の
以
外

は
、賀
茂
な
す
と
は
呼
べ
な
い
。
こ
の

地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
、京

都
府
が
厳
重
に
管
理
し
、自
家
増
殖
し

て
き
た
原
種
か
ら
育
て
ら
れ
た
正
真
正

銘
の
賀
茂
な
す
な
の
だ
。

　
賀
茂
な
す
の
歴
史
は
古
く
、江
戸
時

代
に
紀
州
か
ら
京
都
御
所
に
献
上
さ
れ

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
京
都

の
公
家
文
化
の
中
で
精
進
料
理
が
発
達

し
、野
菜
に
対
す
る
深
い
こ
だ
わ
り
が

豊
か
な
京
野
菜
を
は
ぐ
く
ん
だ
。

　
賀
茂
な
す
は
、肉
質
が
緻
密
で
見
た

目
よ
り
も
ず
っ
し
り
と
重
く
、焼
い
て

も
煮
て
も
型
く
ず
れ
し
に
く
い
の
が
特

徴
。な
す
料
理
全
般
に
用
い
ら
れ
る
が
、

特
に
油
と
よ
く
な
じ
む
。
皮
も
軟
ら
か

く
、深
く
濃
い
味
が
人
気
だ
。

　
こ
の
き
れ
い
な
形
や
色
を
生
み
出
す

生
産
者
の
労
力
は
大
き
い
。
賀
茂
な
す

は
繊
細
で
、日
が
差
さ
な
け
れ
ば
す
ぐ

に
色
つ
や
が
鈍
り
、三
日
間
悪
天
候
が

続
け
ば
収
穫
量
も
減
る
。
天
候
不
順
が

続
く
近
年
は
、計
画
的
な
生
産
が
ま
す

ま
す
難
し
く
な
り
、燃
料
費
高
騰
も
追

い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。「
い
い
も
の

を
作
り
た
い
」と
い
う
生
産
者
の
強
い

思
い
と
こ
だ
わ
り
が
、賀
茂
な
す
の
伝

統
を
守
り
抜
い
て
い
る
の
だ
。

賀茂なすの田楽
なすは横半分に切り、金串で刺して揚げる。赤みそに酒や
みりん、砂糖を入れて練ったものを塗る。賀茂なすの食感
と形状を生かした代表的な料理法だ

賀
茂
な
す

山武グループPR誌 azbil（アズビル）
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